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	応用
	抗原情報
	背景
	マトリックスメタロプロテアーゼ（MMP）ファミリーのタンパク質は、胚発生、生殖、組織リモデリングなどの正常な生理学的プロセス、ならびに関節炎や転移などの疾患プロセスにおける細胞外マトリックスの分解に関与しています。ほとんどのMMPは不活性なプロタンパク質として分泌され、細胞外プロテアーゼによって分解されると活性化されます。この遺伝子は、基底膜の主要構成成分であるIV型コラーゲンを分解する酵素をコードしています。この酵素は、子宮内膜月経の崩壊、血管新生の調節、および炎症反応に関与しています。この遺伝子の変異は、ウィンチェスター症候群および結節性関節症・骨溶解症（NAO）症候群と関連しています。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする2つの転写バリアントが見つかっています。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	黒線: コントロール抗原 (100 ng); 紫線: 抗原 (10 ng); 青線: 抗原 (50 ng); 赤線: 抗原 (100 ng);
	

	A431（1）細胞溶解物に対するMMP2マウスmAbを用いたウエスタンブロット解析。

